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はじめに
歯周病が全身性疾患へ関与することが言われているが、
猫における報告は非常に少ない。今回、当院において
歯科診療を実施した猫１１４症例を抽出し、歯周病の
評価および臨床検査項目を年齢ステージおよび歯周病
悪性度スコアごとに比較をし、猫における歯周病と全
身性疾患の関与について、回顧的に検討した。

年齢ステージでの比較
36ヵ月齢以下、36~72ヵ月齢、72ヵ月齢以上の３ステージに分類し、血液検査項目での比較を行った。
各ステージ間での有意な差は認められなかった

方法
歯周病重症度スコア分類1～4での比較
(Harvey CE & Emily PP（1993）Small animal dentistryによるクラス分類を使用)

血液検査項目：PCV , Hb , WBC , Plat , BUN , Crea , 
GLU , ALT , ALP , TP , ALB , Glob
その中で有意差があったものを以下にグラフ化した。

P<0.05:スコア1と4比較時 P<0.05:スコア1と4比較時
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結果

考察
● 年齢ステージでの血液検査項目の有意差は見られなかった。
● 歯周病ステージでの血液検査項目はいくつか有意差が見られた。
● 歯周病スコアの上昇に伴い、WBCとGlob、BUNとCre、Gluの上昇が認められた。

他項目においては、ステージ比較での有意差は得られなかった。
これらの結果から、歯周病と腎臓病、糖尿病に関連がある可能性が示唆された。
また、炎症性メディエーターの上昇で遠隔臓器に影響が出ることが考えられる。
今後、検体数を増やし、猫の歯周病と全身性疾患の関連が示されることが期待される。

WBC

P<0.05:スコア1と3、スコア1と4、スコア2と4比較時

Glob

P<0.05:スコア1と4、スコア2と4比較時

BUN

P<0.05:スコア1と3、スコア1と4比較時

Cre Glu


